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境（さかひ）の
内（うち）なる
海（かい）
濱（ひん）のカペルナウムに
來（きた）りて、
此（こゝ）に
居（を）りたり、一四
預（よ）
言（げん）
者（しや）イサイヤを
以（も）て
言（い）はれしことに
應（かな）ふを
致（いす）す、
曰（いは）く、一五ザワゥロンの
地（ち）、ネファリムの
地（ち）、
海（かい）
濱（ひん）の
路（みち）にイオルダンの
外（そこ）に
在（あ）る
異（い）
邦（はう）のガリレヤ、一六
幽（くら）
暗（やみ）に
坐（ざ）する
民（たみ）は
大（おほい）なる
光（ひかり）を
見（み）、
死（し）の
地（ち）
及（およ）び
蔭（かげ）に
坐（ざ）する
者（もの）に
光（ひかり）は
輝（かゞや）けりと。一七
是（これ）よりイイスス
始（はじ）めて
敎（をしへ）を
宣（の）べて
曰（い）へり、
悔 （くわい）
改（かい）せよ、
蓋（けだし）
天（てん）
國（こく）は
邇（ちか）づけり。一八ガリレヤの
海（うみ）
邊（べ）を
行（ゆ）く
時（とき）、
彼（かれ）は
兄（けい）
弟（てい）
二（に）
人（にん）、
卽（すなはち）シモン
稱（しよう）してペトロと
曰（い）ふ
者（もの）、
及（およ）び
其（その）
兄（けい）
弟（てい）アンドレイが、
網（あみ）を
海（うみ）に
施（ほどこ）せるを
見（み）たり、
蓋（けだし）
彼（かれ）
等（ら）は
漁（ぎよ）
者（しや）なりき。一九
乃（すなはち）
彼（かれ）
等（ら）に
謂（い）ふ、
我（われ）に
從（したが）へ、
我（われ）
爾（なんぢ）
等（ら）を
人（ひと）を
漁（ぎよ）する
者（もの）と
爲（な）さん。二〇
彼（かれ）
等（ら）
直（たゞち）に
網（あみ）を
遺（のこ）して、
之（これ）に
從（したが）へり。二一
彼（か）
處（しこ）より
往（ゆ）きて、
別（べつ）に
兄（けい）
弟（てい）
二（に）
人（にん）、
卽（すなはち）ゼワェデイの
子（こ）イアコフ、
及（およ）び
其（その）
兄（けい）
弟（てい）イオアンが、
父（ちゝ）ゼワェデイと
偕（とも）に
舟（ふね）に
在（あ）りて、
網（あみ）を
補（おぎな）へるを
見（み）て
之（こ）を
召（め）せり。二二
彼等（かれら）
直（たゞち）に
舟（ふね）と
父（ちゝ）とを
遺（のこ）して、
之（これ）に
從（したが）へり。二三イイスス
徧（あまね）くガリレヤを
巡（めぐ）りて、
其（その）
諸（しよ）
會（くわい）
堂（たう）に
於（おい）て
敎（をしへ）を
傳（つた）へ、
天（てん）
國（こく）の
福（ふく）
音（いん）を
宣（の）べ、
民（みん）
間（かん）の
諸（もろ〳〵）の
病（やみひ）
諸（もろ〳〵）の
疾（わづらひ）を
醫（いや）せり。二四
彼（かれ）の
聲（き）
名（こえ）
徧（あまね）くシリヤに
揚（あが）れり、
人（ひと）
凡（およそ）の
患（わづら）へる
者（もの）、
種（しゆ）
々（〴〵）の
病（やまひ）
及（およ）び
痛（いた）
楚（み）を
負（お）へる
者（もの）、
魔（ま）
鬼（き）に
憑（よ）らるゝ
者（もの）、
癲（てん）
癇（かん）の
者（もの）、
癱（ちゆう）
瘋（ぶう）の
者（もの）を
攜（たづさ）へて、
彼（かれ）に
就（つ）きたるに、
彼（かれ）
之（これ）を
醫（いや）せり。二五
時（とき）にガリレ
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